
関係者と連携・協働で進める

アルコール健康障害対策

ー高知の現状を踏まえてー

令和７年７月２８日（月） 高知市生活習慣病予防に関する協議会

第三期高知市健康づくり計画 アルコール健康障害対策プロジェクトチーム



酒国・土佐

宴席文化 酒造り飲酒に寛容



酒国・土佐
【成人一人あたりの販売（消費）数量の推移】

H28 
年度

H29
年度

H30年度 R元年度 R２年度 R３年度

高知県 97.9 95.5 94.2 94.3 91.9 90.4

全国
平均

80.9 80.5 79.3 78.2 75.0 74.3

順位 ２位 ２位 ３位 ２位 ２位 ５位

（単位：ℓ／年）

出典：国税庁「酒のしおり」（沖縄県は含まない）

参考資料：R6年高知県アルコール健康障害・依存症対策推進計画

高知県

お酒の消費量は，全国上位で推移



飲酒頻度 高知県

全国平均
の位置

男性



生活習慣病のリスクを高める量の飲酒をしている割合

生活習慣病のリスクを
高める飲酒量

男性：４０g／日
女性：２０g／日

高知県

全国平均
の位置



生活習慣病のリスクを高める量の飲酒をしている割合【性・年代別】

令和5年高知市健康づくりアンケート調査より
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全国：国民健康栄養調査（調査対象：２０歳以上）
高知市：第三期高知市健康づくりアンケート調査（調査対象：２０～６９歳）
※調査対象の年齢に違いあり

生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している人の割合【全国との比較】



飲酒の健康影響

（国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」，R6年高知県アルコール健康障害・依存症対策推進計画より）
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アルコール依存症患者の状況



経過

令和６年３月に策定された第三期高知市健康づくり計画を推進するにあたり，

これまで予防的な取組が十分でなかったアルコール健康障害対策を進めることで

本市の課題である壮年期の死亡率減少につながると考え，

庁内外関係者と連携し取組を進めるため，令和６年度に庁内にプロジェクトチーム

を設置

【めざす姿】
市民が，アルコールが原因で健康を害することなく，いくつになっても健やかに暮ら
すことができる高知市



予防的な取組としての“減酒”

多量飲酒による死亡率は、

飲酒量低減により低下することが報告されている

■飲酒量を減らすことを目標とした支援

■専門職による面接や，アルコール問題のスクリーニング，減酒日記
の活用など，様々な方法で対象者が自ら飲酒量を減らす努力ができるようサ
ポートする。
アルコール依存症疑いがある場合は，専門医療機関への紹介も行われる。



減酒の方法

予防的な取組としての“減酒”





今後の取組

減酒で健やかな高知市をめざして，

関係者と連携・協働して取り組んでいきたい

啓発
相談支援
体制の
充実

環境
づくり


